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　一般質問とは、議員が町の行政全般について質問し、是正を求
めたり、新たな施策の提案を行ったりするものです。
  本定例会での一般質問は、６月５日・６日の両日、７人の議員が
行いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。

※紙面の都合により、◎の質問のみ掲載しています。

奥
村
容
子
・
３
ペ
ー
ジ

〇
親
も
子
ど
も
も
、
安
心
し
て

学
校
園
所
生
活
を
送
る
た
め

に
◎
難
聴
へ
の
理
解

小
城
世
督
・
４
ペ
ー
ジ

◎
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
（
授
乳
・
お

む
つ
替
え
ス
ペ
ー
ス
）
の
整

備
と
周
知
に
つ
い
て

〇
地
域
防
災
・
防
犯
に
お
け
る

若
年
層
の
役
割
強
化
に
つ
い

て
齋
藤
文
夫
・
５
ペ
ー
ジ

〇
ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
設
置
の
推
進
に
つ

い
て

◎
斑
鳩
町
を
中
心
と
し
た
広
域

観
光
の
推
進
に
つ
い
て

〇
災
害
か
ら
文
化
財
を
守
る
対

策
の
推
進
に
つ
い
て

〇
高
齢
者
優
待
券
交
付
事
業
の

有
効
活
用
に
つ
い
て

木
澤
正
男
・
５
ペ
ー
ジ

○
少
人
数
学
級
編
制
の
充
実
に

つ
い
て

◎
補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度
の

拡
充
に
つ
い
て

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
へ

の
資
格
確
認
書
の
発
行
に
つ

い
て

◎
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入

費
助
成
制
度
の
創
設
に
つ
い

て

溝
部
真
紀
子
・
６
ペ
ー
ジ

◎
学
校
に
お
け
る
熱
中
症
防
止

対
策
に
つ
い
て

◎
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
つ
い
て

濱
眞
理
子
・
６
ペ
ー
ジ

◎
生
理
用
品
の
無
償
配
布
に
つ

い
て

○
介
護
報
酬
引
き
下
げ
に
よ
る

介
護
事
業
所
の
廃
業
等
に
つ

い
て

宮
﨑
和
彦
・
７
ペ
ー
ジ

◎
公
共
施
設
の
老
朽
化
に
つ
い

て
○
外
国
語
表
記
に
つ
い
て

❸

一　般　質　問

ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
の
難
聴

へ
の
理
解
と
予
防
対
策
に
つ
い
て奥村　容子

議
員
　
難
聴
は
、
高
齢
者
の
健

康
上
の
問
題
の
う
ち
上
位
に
あ

る
症
状
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
難
聴
は
次
第
に
進
行
し
、
日

常
生
活
で
は
大
き
な
支
障
を
感

じ
づ
ら
い
こ
と
か
ら
、
本
人
が

気
づ
か
な
い
う
ち
に
聞
こ
え
に

く
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
難
聴
と
フ
レ
イ
ル

の
関
係
で
す
が
、
聞
こ
え
づ
ら

い
状
態
が
続
く
と
何
度
も
聞
き

返
し
た
り
、
相
手
の
言
っ
て
い

る
こ
と
が
正
し
く
聞
き
取
れ
な

か
っ
た
り
す
る
た
め
、
だ
ん
だ

ん
と
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
り
づ
ら
く
な
り
、
人
と

関
わ
る
こ
と
を
避
け
、
自
ら
社

会
活
動
の
抑
制
を
し
て
し
ま
う

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
近
年
の
研
究
で
は
、
難
聴
は

高
齢
期
に
お
け
る
フ
レ
イ
ル
の

発
症
と
関
連
す
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
お
り
、
フ
レ
イ
ル
が
進

行
し
重
症
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
に

お
い
て
、
聴
力
や
平
衡
感
覚
の

機
能
障
害
に
難
聴
が
関
わ
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
フ
レ
イ

ル
予
防
に
は
、
難
聴
を
予
防
し

た
り
進
行
を
抑
え
た
り
す
る
施

策
が
有
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と

「フレイル」とは･･･
　年齢とともに、心身の機能
と回復力が低下し、健康な状
態と要介護状態の中間の段階
のこと。

❷

こんなことが決まりました
第２回 臨時会
令和７年５月９日

第３回 定例会
令和７年６月２日～６月１８日

　令和７年第２回臨時会では、議員の役員改選のほか、下記の事
項について審議しました。
　また、令和７年第３回定例会では、それぞれの議案を委員会に
付託し、詳しく審査しています。
　議案の内容などについては、各委員会の記事をごらんください。

　　建設：建設常任委員会　　　　　８ページ
　　厚生：厚生常任委員会　　　　　９ページ
　　総務：総務常任委員会　　　　１０ページ

町ホームページでも議案・審議結果について、アップしています。

？用語解説？

５月臨時会の案件
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例等の一部を改
正する条例について
斑鳩町の一般職の職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例に
ついて

令和７年度斑鳩町一般会計補正予算（第１号）について

町長専決処分について承認を求めることについて（令和６年度斑鳩町介護保
険事業特別会計補正予算（第４号）について）
町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町町税条例の一部を
改正する条例について）
町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町都市計画税条例の
一部を改正する条例について）
町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町国民健康保険税条
例の一部を改正する条例について）
議会の委任による町長専決処分の報告について（令和６年度斑鳩町一般会計
補正予算（第１１号）について）
議会の委任による町長専決処分の報告について（平成緊急内水対策事業に伴
う調整池整備工事請負契約の変更について）
斑鳩町議会の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正す
る条例について

６月定例会の案件

斑鳩町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例について

三室井堰改修工事請負契約の締結について

令和７年度斑鳩町一般会計補正予算（第３号）について

令和７年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について

令和７年度斑鳩町一般会計補正予算（第４号）について

町長専決処分について承認を求めることについて（令和７年度斑鳩町国民健
康保険事業特別会計補正予算（第１号）について）
議会の委任による町長専決処分の報告について（令和７年度斑鳩町一般会計
補正予算（第２号）について）
令和６年度斑鳩町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

令和６年度斑鳩町一般会計事故繰越し繰越計算書の報告について

令和６年度斑鳩町文化振興財団事業報告について

訪問介護の基本報酬をはじめとした介護報酬の引上げを求める意見書について

条例

予算

承認

報告

発議

条例

契約

予算

承認

報告

発議

結　果

満場一致で可決

満場一致で承認

報告

満場一致で可決

結　果

満場一致で可決

満場一致で承認

報告

賛成少数で否決

付託先

総務

建設

総務

厚生

総務

議
会
が
議
決
す
べ
き
事
件
に
つ
い
て
、
議
会
を
招

集
す
る
暇
が
な
い
等
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
事
由

に
該
当
す
る
場
合
や
、
議
会
の
議
決
に
よ
っ
て
委

任
さ
れ
た
場
合
に
、
町
長
が
議
会
に
代
わ
っ
て
当

該
事
件
を
処
分
す
る
こ
と
。

１1ページに
賛否の討論

専決処分とは…
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を改正する条例について

三室井堰改修工事請負契約の締結について

令和７年度斑鳩町一般会計補正予算（第３号）について

令和７年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について

令和７年度斑鳩町一般会計補正予算（第４号）について

町長専決処分について承認を求めることについて（令和７年度斑鳩町国民健
康保険事業特別会計補正予算（第１号）について）
議会の委任による町長専決処分の報告について（令和７年度斑鳩町一般会計
補正予算（第２号）について）
令和６年度斑鳩町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

令和６年度斑鳩町一般会計事故繰越し繰越計算書の報告について

令和６年度斑鳩町文化振興財団事業報告について

訪問介護の基本報酬をはじめとした介護報酬の引上げを求める意見書について

条例

予算

承認

報告

発議

条例

契約

予算

承認

報告

発議

結　果

満場一致で可決

満場一致で承認

報告

満場一致で可決

結　果

満場一致で可決

満場一致で承認

報告

賛成少数で否決

付託先

総務

建設

総務

厚生

総務

議
会
が
議
決
す
べ
き
事
件
に
つ
い
て
、
議
会
を
招

集
す
る
暇
が
な
い
等
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
事
由

に
該
当
す
る
場
合
や
、
議
会
の
議
決
に
よ
っ
て
委

任
さ
れ
た
場
合
に
、
町
長
が
議
会
に
代
わ
っ
て
当

該
事
件
を
処
分
す
る
こ
と
。

１1ページに
賛否の討論

専決処分とは…



❺

補
聴
器
購
入
費

         

助
成
制
度
の
拡
充
を

町政ここが聞きたい

る
斑
鳩
町
が
中
心
と
な
り
、
聖

徳
太
子
の
関
連
遺
産
の
あ
る
近

隣
自
治
体
と
一
緒
に
ロ
ゴ
マ
ー

ク
や
標
識
の
統
一
な
ど
、
一
体

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
い
か
が
か
。

都
市
建
設
部
長
　
今
年
度
か
ら

は
奈
良
県
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
及
び

奈
良
商
工
会
議
所
を
主
体
と
し

た
「
な
ら
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
＆
Ｌ
Ｏ
Ｏ

Ｐ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し

ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

大
和
路
線
、
和
歌
山
線
、
万
葉

ま
ほ
ろ
ば
線
で
構
成
さ
れ
る
環

状
構
造
に
着
目
し
、
奈
良
公
園

周
辺
に
集
中
す
る
観
光
客
を
分

散
さ
せ
、
県
中
南
部
エ
リ
ア
へ

の
周
遊
・
滞
在
を
促
す
官
民
地

域
連
携
の
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
で
す
。
当
町
も
参
画
し
て
お

り
、
旅
行
商
品
の
創
出
や
地
域

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。

議
員
　
斑
鳩
町
に
は
、
国
内
外

か
ら
観
光
客
が
多
く
お
越
し
に

な
る
。
隣
接
す
る
地
域
と
そ
れ

ぞ
れ
の
歴
史
、
自
然
、
グ
ル
メ

な
ど
の
資
源
を
重
ね
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
よ
り
輝
き
を
増
し
、

多
く
の
人
を
引
き
つ
け
る
と
思

う
。
広
域
観
光
の
推
進
状
況
は
、

い
か
が
か
。

都
市
建
設
部
長
　
斑
鳩
町
の
近

隣
自
治
体
と
の
連
携
は
、
Ｗ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
　
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
広
域
観
光
推

進
協
議
会
で
の
取
組
み
が
あ
る
。

こ
の
協
議
会
は
、
奈
良
県
北
西

部
の
生
駒
郡
、
大
和
郡
山
市
、

北
葛
城
郡
の
１
市
８
町
が
連
携

し
、
各
地
域
の
観
光
資
源
を
活

用
し
て
、
広
域
で
の
観
光
振
興

事
業
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
発
足
し
た
。
旅
行
商
品
の
創

出
、
販
売
、
一
体
的
な
観
光
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
、
各
地

域
の
特
産
品
を
活
用
し
た
ご
当

地
グ
ル
メ
の
開
発
・
販
売
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員
　
旅
行
な
ど
で
訪
れ
る
自

治
体
に
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を

利
用
し
て
寄
附
す
る
と
、
返
礼

品
と
し
て
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
、

お
土
産
店
な
ど
で
使
え
る
電
子

ギ
フ
ト
が
も
ら
え
る
旅
先
納
税

と
い
う
制
度
が
あ
る
。
斑
鳩
町

の
取
組
み
は
、
い
か
が
か
。

総
務
部
長
　
旅
先
納
税
の
よ
う

な
現
地
決
済
型
ふ
る
さ
と
納
税

は
、
地
域
の
活
性
化
や
ま
ち
の

魅
力
発
信
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
本
町
で
は
、
昨

年
12
月
に
１
事
業
所
で
導
入
を

開
始
し
、
現
在
５
店
舗
が
利
用

開
始
に
向
け
準
備
中
で
あ
る
。

議
員
　
多
く
の
観
光
資
源
が
あ

斑鳩町を中心とした
       広域観光の推進について

齋藤　文夫

木澤　正男

福
祉
の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
事
業
で
も
あ
り
、

補
聴
器
は
高
齢
者
の
社
会
参
加

及
び
健
康
維
持
を
図
る
上
で
も

重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
補
助
対
象
の
聴
力
レ
ベ
ル
を

拡
充
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
考
え
方
を
研
究
し
な
が

ら
、
今
後
も
引
き
続
き
検
討
を

行
い
、
高
齢
者
福
祉
の
向
上
に

資
す
る
制
度
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
現
在
、
町
が
実
施
し
て

い
る
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
費

助
成
制
度
は
、
聴
力
レ
ベ
ル
が

50
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
方
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日

本
聴
覚
医
学
会
難
聴
対
策
委
員

会
は
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
補

聴
器
を
着
用
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
し
て
、
聴
力
レ
ベ
ル
40

デ
シ
ベ
ル
以
上
の
方
を
補
聴
器

装
着
の
基
準
と
し
て
推
奨
し
て

い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
方
に
制

度
を
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
町

の
助
成
制
度
の
対
象
を
広
げ
、

制
度
を
拡
充
す
べ
き
だ
と
考
え

ま
す
が
町
の
見
解
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長
　
高
齢
者
補
聴

器
購
入
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

は
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
及
び

地
域
交
流
を
支
援
し
、
高
齢
者

議会だよりと会議録（本会議、委員会）が
　　　斑鳩町ホームページで閲覧できます。

❹

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
（
授
乳
・
お
む
つ

替
え
ス
ペ
ー
ス
）
の
整
備
と
周
知

に
つ
い
て

小城　世督

一　般　質　問

議
員
　
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
、

外
出
時
に
赤
ち
ゃ
ん
の
ケ
ア
が

で
き
る
場
所
の
有
無
は
行
動
に

大
き
く
影
響
す
る
た
め
、
地
域

の
子
育
て
環
境
の
整
備
は
重
要

な
施
策
で
す
。
現
在
の
町
内
の

整
備
状
況
と
施
設
数
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
次
長
　
町
内
の
公

共
施
設
で
は
、
お
む
つ
替
え
が

可
能
な
施
設
は
16
か
所
、
授
乳

が
可
能
な
施
設
は
７
か
所
で
す
。

民
間
施
設
の
状
況
に
つ
い
て
は

把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

議
員
　
利
用
で
き
る
施
設
の
一

覧
化
や
公
表
を
望
み
ま
す
。

　
次
に
、
観
光
施
設
や
商
業
施

設
と
の
連
携
促
進
の
可
能
性
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
次
長
　
今
後
、
民

間
の
商
業
施
設
な
ど
に
対
し
て

も
、
ス
ペ
ー
ス
提
供
を
呼
び
か

け
て
い
く
な
ど
の
取
組
み
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員
　
モ
デ
ル
施
設
と
の
連
携

な
ど
、
実
践
的
な
一
歩
を
早
期

に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
次
に
、
案
内
板
や
マ
ッ
プ
等

で
の
周
知
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
次
長
　
子
育
て
施

設
等
は
周
知
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
、
授
乳
・
お
む
つ
替
え

ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
も
子
育
て

応
援
ブ
ッ
ク
等
へ
の
掲
載
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員
　
町
内
マ
ッ
プ
へ
の
記
載
、

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
へ
の
情
報
登

録
、
案
内
表
示
の
整
備
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
次
に
、
補
助
制
度
や
登
録
制

度
の
創
設
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
次
長
　
先
進
自
治

体
で
は
登
録
制
度
や
補
助
制
度

が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

国
・
県
の
制
度
や
効
果
等
を
調

査
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

議
員
　
小
さ
な
一
歩
か
ら
始
め

る
視
点
で
、
町
独
自
で
ス
テ
ッ

カ
ー
の
配
布
等
も
ご
検
討
い
た

だ
き
た
い
。

　
次
に
、
今
後
の
町
の
外
出
支

援
の
方
針
を
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
次
長
　
マ
タ
ニ

テ
ィ
タ
ク
シ
ー
や
幼
児
２
人
乗

り
自
転
車
の
助
成
制
度
等
を
実

施
し
て
お
り
、
今
後
も
行
政
・

住
民
・
企
業
と
協
働
し
て
す
す

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
検
討

し
ま
す
。

議
員
　
子
育
て
家
庭
が
安
心
し

て
外
出
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
、

町
民
の
共
感
を
得
る
子
育
て
支

援
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
丁
寧
か
つ
継
続
的
な
取

り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

が
分
か
り
ま
し
た
。

　
斑
鳩
町
と
し
て
、
住
民
へ
の

周
知
や
予
防
・
啓
発
の
取
組
み

の
推
進
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長
　
高
齢
者
の
聴

力
低
下
へ
の
対
策
に
は
、
本
人

だ
け
で
な
く
周
囲
の
人
の
正
し

い
知
識
と
理
解
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ

イ
ル
等
に
つ
い
て
の
健
康
教
育

や
チ
ラ
シ
の
配
布
に
よ
り
、
広

く
周
知
・
啓
発
を
務
め
て
ま
い

り
ま
す
。

補
聴
器
購
入

      

助
成
制
度
の
検
討
を

議
員
　
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル

予
防
の
た
め
に
、
補
聴
器
購
入

費
助
成
制
度
に
つ
い
て
よ
り
早

期
の
段
階
か
ら
補
聴
器
が
装
着

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長
　
当
町
実
施
の

高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
助
成
制

度
に
つ
い
て
、
フ
レ
イ
ル
予
防

に
効
果
的
な
も
の
に
な
る
よ
う
、

補
助
対
象
の
聴
力
レ
ベ
ル
に
関

す
る
考
え
方
を
研
究
し
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

▲赤ちゃんの駅
(写真は、斑鳩町の施設では
ありません)

（議会だより） （会議録）

　斑鳩町ホームページ（斑鳩町議会）で、
№５２（平成19年5月1日発行）以降の議会
だよりと、平成13年以降の会議録が閲覧
できます。
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取
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Ｗ
＆
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Ｏ

Ｐ
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れ

ぞ
れ
の
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然
、
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ね
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る

こ
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で
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よ
り
輝
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を
増
し
、

多
く
の
人
を
引
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つ
け
る
と
思

う
。
広
域
観
光
の
推
進
状
況
は
、

い
か
が
か
。

都
市
建
設
部
長
　
斑
鳩
町
の
近

隣
自
治
体
と
の
連
携
は
、
Ｗ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
　
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
広
域
観
光
推

進
協
議
会
で
の
取
組
み
が
あ
る
。

こ
の
協
議
会
は
、
奈
良
県
北
西

部
の
生
駒
郡
、
大
和
郡
山
市
、

北
葛
城
郡
の
１
市
８
町
が
連
携

し
、
各
地
域
の
観
光
資
源
を
活

用
し
て
、
広
域
で
の
観
光
振
興

事
業
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
発
足
し
た
。
旅
行
商
品
の
創

出
、
販
売
、
一
体
的
な
観
光
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
、
各
地

域
の
特
産
品
を
活
用
し
た
ご
当

地
グ
ル
メ
の
開
発
・
販
売
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員
　
旅
行
な
ど
で
訪
れ
る
自

治
体
に
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を

利
用
し
て
寄
附
す
る
と
、
返
礼

品
と
し
て
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
、

お
土
産
店
な
ど
で
使
え
る
電
子

ギ
フ
ト
が
も
ら
え
る
旅
先
納
税

と
い
う
制
度
が
あ
る
。
斑
鳩
町

の
取
組
み
は
、
い
か
が
か
。

総
務
部
長
　
旅
先
納
税
の
よ
う

な
現
地
決
済
型
ふ
る
さ
と
納
税

は
、
地
域
の
活
性
化
や
ま
ち
の

魅
力
発
信
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
本
町
で
は
、
昨

年
12
月
に
１
事
業
所
で
導
入
を

開
始
し
、
現
在
５
店
舗
が
利
用

開
始
に
向
け
準
備
中
で
あ
る
。

議
員
　
多
く
の
観
光
資
源
が
あ

斑鳩町を中心とした
       広域観光の推進について

齋藤　文夫

木澤　正男

福
祉
の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
事
業
で
も
あ
り
、

補
聴
器
は
高
齢
者
の
社
会
参
加

及
び
健
康
維
持
を
図
る
上
で
も

重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
補
助
対
象
の
聴
力
レ
ベ
ル
を

拡
充
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
考
え
方
を
研
究
し
な
が

ら
、
今
後
も
引
き
続
き
検
討
を

行
い
、
高
齢
者
福
祉
の
向
上
に

資
す
る
制
度
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
現
在
、
町
が
実
施
し
て

い
る
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
費

助
成
制
度
は
、
聴
力
レ
ベ
ル
が

50
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
方
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日

本
聴
覚
医
学
会
難
聴
対
策
委
員

会
は
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
補

聴
器
を
着
用
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
し
て
、
聴
力
レ
ベ
ル
40

デ
シ
ベ
ル
以
上
の
方
を
補
聴
器

装
着
の
基
準
と
し
て
推
奨
し
て

い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
方
に
制

度
を
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
町

の
助
成
制
度
の
対
象
を
広
げ
、

制
度
を
拡
充
す
べ
き
だ
と
考
え

ま
す
が
町
の
見
解
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長
　
高
齢
者
補
聴

器
購
入
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

は
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
及
び

地
域
交
流
を
支
援
し
、
高
齢
者

議会だよりと会議録（本会議、委員会）が
　　　斑鳩町ホームページで閲覧できます。

❹

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
（
授
乳
・
お
む
つ

替
え
ス
ペ
ー
ス
）
の
整
備
と
周
知

に
つ
い
て

小城　世督

一　般　質　問

議
員
　
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
、

外
出
時
に
赤
ち
ゃ
ん
の
ケ
ア
が

で
き
る
場
所
の
有
無
は
行
動
に

大
き
く
影
響
す
る
た
め
、
地
域

の
子
育
て
環
境
の
整
備
は
重
要

な
施
策
で
す
。
現
在
の
町
内
の

整
備
状
況
と
施
設
数
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
次
長
　
町
内
の
公

共
施
設
で
は
、
お
む
つ
替
え
が

可
能
な
施
設
は
16
か
所
、
授
乳

が
可
能
な
施
設
は
７
か
所
で
す
。

民
間
施
設
の
状
況
に
つ
い
て
は

把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

議
員
　
利
用
で
き
る
施
設
の
一

覧
化
や
公
表
を
望
み
ま
す
。

　
次
に
、
観
光
施
設
や
商
業
施

設
と
の
連
携
促
進
の
可
能
性
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
次
長
　
今
後
、
民

間
の
商
業
施
設
な
ど
に
対
し
て

も
、
ス
ペ
ー
ス
提
供
を
呼
び
か

け
て
い
く
な
ど
の
取
組
み
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員
　
モ
デ
ル
施
設
と
の
連
携

な
ど
、
実
践
的
な
一
歩
を
早
期

に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
次
に
、
案
内
板
や
マ
ッ
プ
等

で
の
周
知
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
次
長
　
子
育
て
施

設
等
は
周
知
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
、
授
乳
・
お
む
つ
替
え

ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
も
子
育
て

応
援
ブ
ッ
ク
等
へ
の
掲
載
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員
　
町
内
マ
ッ
プ
へ
の
記
載
、

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
へ
の
情
報
登

録
、
案
内
表
示
の
整
備
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
次
に
、
補
助
制
度
や
登
録
制

度
の
創
設
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
次
長
　
先
進
自
治

体
で
は
登
録
制
度
や
補
助
制
度

が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

国
・
県
の
制
度
や
効
果
等
を
調

査
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

議
員
　
小
さ
な
一
歩
か
ら
始
め

る
視
点
で
、
町
独
自
で
ス
テ
ッ

カ
ー
の
配
布
等
も
ご
検
討
い
た

だ
き
た
い
。

　
次
に
、
今
後
の
町
の
外
出
支

援
の
方
針
を
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
次
長
　
マ
タ
ニ

テ
ィ
タ
ク
シ
ー
や
幼
児
２
人
乗

り
自
転
車
の
助
成
制
度
等
を
実

施
し
て
お
り
、
今
後
も
行
政
・

住
民
・
企
業
と
協
働
し
て
す
す

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
検
討

し
ま
す
。

議
員
　
子
育
て
家
庭
が
安
心
し

て
外
出
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
、

町
民
の
共
感
を
得
る
子
育
て
支

援
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
丁
寧
か
つ
継
続
的
な
取

り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

が
分
か
り
ま
し
た
。

　
斑
鳩
町
と
し
て
、
住
民
へ
の

周
知
や
予
防
・
啓
発
の
取
組
み

の
推
進
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長
　
高
齢
者
の
聴

力
低
下
へ
の
対
策
に
は
、
本
人

だ
け
で
な
く
周
囲
の
人
の
正
し

い
知
識
と
理
解
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ

イ
ル
等
に
つ
い
て
の
健
康
教
育

や
チ
ラ
シ
の
配
布
に
よ
り
、
広

く
周
知
・
啓
発
を
務
め
て
ま
い

り
ま
す
。

補
聴
器
購
入

      

助
成
制
度
の
検
討
を

議
員
　
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル

予
防
の
た
め
に
、
補
聴
器
購
入

費
助
成
制
度
に
つ
い
て
よ
り
早

期
の
段
階
か
ら
補
聴
器
が
装
着

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長
　
当
町
実
施
の

高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
助
成
制

度
に
つ
い
て
、
フ
レ
イ
ル
予
防

に
効
果
的
な
も
の
に
な
る
よ
う
、

補
助
対
象
の
聴
力
レ
ベ
ル
に
関

す
る
考
え
方
を
研
究
し
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

▲赤ちゃんの駅
(写真は、斑鳩町の施設では
ありません)

（議会だより） （会議録）

　斑鳩町ホームページ（斑鳩町議会）で、
№５２（平成19年5月1日発行）以降の議会
だよりと、平成13年以降の会議録が閲覧
できます。



❼

公
共
施
設
の
老
朽
化
に
つ
い
て

宮﨑　和彦　

町政ここが聞きたい

議
員 

公
共
施
設
に
お
け
る
日

常
点
検
に
つ
い
て
問
う
。

総
務
部
長
　
公
共
施
設
の
維
持

管
理
と
し
て
、
施
設
管
理
者
に

よ
る
巡
回
時
の
目
視
に
よ
る
点

検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
施
設
の
現
状
確
認
や

不
具
合
の
早
期
発
見
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

　
緊
急
事
態
や
天
災
等
に
よ
り

突
発
的
な
修
繕
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
は
、
専
門
業
者
等
に
調

査
・
修
繕
を
依
頼
し
、
速
や
か

な
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
消
防
法
や
建
築
基
準

法
な
ど
、
法
的
に
点
検
や
報
告

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
施
設

に
お
い
て
は
、
毎
年
度
、
計
画

的
に
点
検
等
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
際
に
発
見
し
た
不
具
合
に

つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
修
繕
対

応
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
多
く
の
施
設
で
、
築
年

数
が
増
加
し
て
お
り
、
老
朽
化

対
策
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と

思
う
が
、
町
の
考
え
を
問
う
。

総
務
部
長
　
平
成
28
年
に
「
斑

鳩
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
を
策
定
し
、
令
和
２
年
度

に
、
「
斑
鳩
町
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
（
個
別
施
設
計

画
）
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
各
施
設
の
劣
化
状
況

や
利
用
状
況
を
調
査
し
、
長
寿

命
化
が
必
要
な
施
設
の
保
全
方

針
の
検
討
や
対
策
費
用
の
試
算

を
行
い
ま
し
た
。

　
公
共
施
設
の
耐
用
年
数
は
、

非
木
造
の
場
合
50
〜
80
年
と

な
っ
て
お
り
、
長
寿
命
化
対
策

と
し
て
は
、
大
規
模
改
修
を
行

う
こ
と
で
耐
用
年
数
を
延
長
す

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
建
替
え
を
実
施
す
る

場
合
は
、
新
た
に
建
築
す
る
土

地
や
仮
施
設
等
を
建
設
す
る
た

め
の
条
件
に
適
し
た
土
地
の
確

保
が
必
要
に
な
り
、
大
規
模
改

修
と
比
べ
て
財
政
負
担
も
大
き

く
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
立
地
条

件
や
利
用
状
況
を
踏
ま
え
、
大

規
模
改
修
と
建
替
え
を
総
合
的

に
比
較
検
討
し
、
公
共
施
設
の

長
寿
命
化
対
策
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
先
日
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
参
加
し
た
と
き
、
東

小
学
校
の
プ
ー
ル
横
の
擁
壁
か

ら
水
が
に
じ
ん
で
い
た
り
、
東

公
民
館
の
屋
根
の
棟
の
鉄
板
の

サ
ビ
が
、
気
に
な
り
ま
し
た
。

点
検
し
て
早
期
に
修
繕
す
る
こ

と
で
、
長
寿
命
化
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。

配
布
の
お
知
ら
せ
と
受
け
取
り

希
望
カ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
て
い

る
の
は
ど
こ
で
す
か
。

　
ま
た
、
案
内
と
カ
ー
ド
の
追

加
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。
町

の
こ
の
制
度
へ
の
思
い
は
い
か

が
で
す
か
。

住
民
生
活
部
長
　
生
理
用
品
の

配
布
は
、
令
和
３
年
５
月
14
日

か
ら
、
社
協
に
お
い
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
配
布
件
数
は
、

社
協
と
町
窓
口
の
合
算
で
、
令

和
３
年
度
66
件
、
４
年
度
42
件
、

５
年
度
23
件
、
６
年
度
26
件
で

す
。

　
配
布
案
内
は
生
き
生
き
プ
ラ

ザ
斑
鳩
、
役
場
、
各
公
民
館
、

い
か
る
が
ホ
ー
ル
の
女
性
及
び

多
目
的
ト
イ
レ
に
、
希
望
カ
ー

ド
は
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
と

役
場
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
管

理
は
社
協
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、

町
も
、
掲
示
物
や
カ
ー
ド
の
不

足
等
を
随
時
確
認
し
、
補
充
等

の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　
生
理
用
品
の
配
布
は
、
「
生

理
の
貧
困
」
対
策
と
し
て
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
引
き

続
き
、
社
協
で
実
施
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
お
伝
え
す
る
と
と

も
に
、
町
と
し
て
も
必
要
な
支

援
を
実
施
し
ま
す
。

議
員
　
手
渡
す
と
き
の
気
遣
い

に
つ
い
て
実
施
し
て
い
る
こ
と

は
何
で
す
か
。

住
民
生
活
部
長
　
原
則
と
し
て

女
性
職
員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

配
布
時
に
は
、
住
所
・
氏
名
な

ど
の
聞
き
取
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

声
を
出
す
こ
と
な
く
カ
ー
ド
等

の
表
示
で
受
け
取
れ
ま
す
。

議
員
　
い
ろ
い
ろ
な
気
遣
い
を

さ
れ
て
お
り
、
評
価
で
き
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、
「
受
け
取
り

窓
口
で
住
所
氏
名
を
言
わ
な
く

て
も
、
ど
こ
の
誰
か
は
男
性
職

員
に
も
わ
か
る
。
」
ま
た
、

「
他
の
住
民
と
会
う
こ
と
も
あ

る
。
」
「
配
布
を
受
け
る
の
は

後
ろ
め
た
い
。
」
な
ど
の
意
見

も
あ
り
ま
す
。
無
償
配
布
を
安

心
し
て
利
用
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
要
望
し
ま
す
。

▲斑鳩町東公民館

❻

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

 

に
つ
い
て

溝部　真紀子　

生理用品の無償配布の
　　　　　　　支援継続を

濱　眞理子

一　般　質　問

議
員
　
生
理
は
命
を
生
み
出
す

た
め
に
決
し
て
お
ろ
そ
か
に
し

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
社

会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
が
生

理
用
品
の
無
償
配
布
を
ス
タ
ー

ト
さ
れ
た
時
、
私
は
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。

 

し
か
し
、
最
近
何
人
か
の
女

性
か
ら
気
軽
に
無
償
配
布
を
利

用
で
き
な
い
気
持
ち
を
聞
い
た

こ
と
か
ら
、
質
問
を
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
現
状
は
い
か
が
で
す
か
。

配
布
の
お
知
ら
せ
と
受
け
取
り

希
望
カ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
て
い

る
の
は
ど
こ
で
す
か
。

　
ま
た
、
案
内
と
カ
ー
ド
の
追

加
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。
町

の
こ
の
制
度
へ
の
思
い
は
い
か

が
で
す
か
。

住
民
生
活
部
長
　
生
理
用
品
の

配
布
は
、
令
和
３
年
５
月
14
日

か
ら
、
社
協
に
お
い
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
配
布
件
数
は
、

社
協
と
町
窓
口
の
合
算
で
、
令

和
３
年
度
66
件
、
４
年
度
42
件
、

５
年
度
23
件
、
６
年
度
26
件
で

す
。

　
配
布
案
内
は
生
き
生
き
プ
ラ

ザ
斑
鳩
、
役
場
、
各
公
民
館
、

い
か
る
が
ホ
ー
ル
の
女
性
及
び

多
目
的
ト
イ
レ
に
、
希
望
カ
ー

ド
は
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
と

役
場
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
管

理
は
社
協
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、

町
も
、
掲
示
物
や
カ
ー
ド
の
不

足
等
を
随
時
確
認
し
、
補
充
等

の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　
生
理
用
品
の
配
布
は
、
「
生

理
の
貧
困
」
対
策
と
し
て
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
引
き

続
き
、
社
協
で
実
施
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
お
伝
え
す
る
と
と

も
に
、
町
と
し
て
も
必
要
な
支

議
員
　
近
年
、
公
共
機
関
に
お

け
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
へ
の
対
応
が
全
国
的
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
職
員
が
暴

言
や
執
拗
な
要
求
な
ど
に
さ
ら

さ
れ
る
こ
と
は
、
心
身
の
健
康

だ
け
で
な
く
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

全
体
の
質
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

 

斑
鳩
町
で
は
昨
年
、
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る

対
応
指
針
を
策
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

総
務
部
長
　
本
指
針
の
施
行
と

同
じ
く
し
て
開
始
し
た
役
場
庁

舎
の
電
話
の
通
話
録
音
の
開
始

の
効
果
も
合
わ
せ
、
本
指
針
策

定
に
よ
り
、
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
と
し
て
、
職
員
の
名

札
の
表
記
を
変
更
す
る
考
え
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長
　
町
職
員
の
名
札
の

表
記
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
み

な
さ
ま
が
、
対
応
し
て
い
る
職

員
を
確
認
し
や
す
く
す
る
こ
と

で
、
安
心
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
に
現
在
の
デ
ザ
イ
ン
と
し

て
い
ま
す
が
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
と
し
て
、
名

札
の
表
記
に
つ
い
て
デ
ザ
イ
ン

を
変
更
す
る
団
体
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
職
員
の
声
を

き
き
な
が
ら
、
適
切
な
デ
ザ
イ

ン
、
運
用
に
つ
い
て
、
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
に
お
け
る

　

  

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

議
員
　
今
夏
も
猛
暑
が
予
想
さ

れ
、
学
校
で
の
体
育
、
水
泳
授

業
に
影
響
が
出
る
と
考
え
ま
す
。

気
温
に
左
右
さ
れ
な
い
よ
う

プ
ー
ル
授
業
を
民
間
に
委
託
す

る
考
え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
次
長
　
町
内
に
は
民
間
の

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
が
な
く
、

移
動
時
間
や
、
ど
こ
ま
で
受
け

入
れ
が
可
能
か
等
の
課
題
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

 

学
校
の
プ
ー
ル
施
設
は
、
老

朽
化
が
す
す
ん
で
い
る
状
況
で

あ
り
、
現
在
「
斑
鳩
町
こ
ど
も

が
輝
く
学
校
の
未
来
構
想
検
討

委
員
会
」
に
お
い
て
、
町
立

小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
及
び

適
正
配
置
等
に
つ
い
て
議
論
を

重
ね
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
答
申
も
踏
ま
え
て
、
今
後

の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購

入
費
助
成
制
度
の
創
設
に

つ
い
て

議
員
　
法
改
正
に
よ
っ
て
自
転

車
に
乗
る
際
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
す
る
こ
と
が
努
力
義
務

に
な
っ
て
以
降
、
町
は
周
知
・

啓
発
に
よ
っ
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
率
向
上
を
図
っ
て
き
ま
し

た
が
、
あ
ま
り
効
果
が
上
が
っ

て
い
る
よ
う
に
は
思
え
ま
せ
ん
。

町
民
の
命
と
安
全
を
守
る
た
め

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費

助
成
制
度
を
創
設
し
、
積
極
的

に
着
用
率
の
向
上
を
目
指
す
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長
　
町
民
の
方
の
安
全
性
の

認
識
が
一
番
大
事
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、
い
ろ

い
ろ
な
形
で
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

 

ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が

義
務
化
さ
れ
た
と
き
に
町
と
し

て
動
い
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
が
、

す
で
に
購
入
さ
れ
て
い
る
方
も

お
り
、
公
平
性
を
考
え
る
と
今

の
段
階
で
制
度
を
創
設
す
る
の

は
む
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。



❼

公
共
施
設
の
老
朽
化
に
つ
い
て

宮﨑　和彦　

町政ここが聞きたい

議
員 

公
共
施
設
に
お
け
る
日

常
点
検
に
つ
い
て
問
う
。

総
務
部
長
　
公
共
施
設
の
維
持

管
理
と
し
て
、
施
設
管
理
者
に

よ
る
巡
回
時
の
目
視
に
よ
る
点

検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
施
設
の
現
状
確
認
や

不
具
合
の
早
期
発
見
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

　
緊
急
事
態
や
天
災
等
に
よ
り

突
発
的
な
修
繕
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
は
、
専
門
業
者
等
に
調

査
・
修
繕
を
依
頼
し
、
速
や
か

な
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
消
防
法
や
建
築
基
準

法
な
ど
、
法
的
に
点
検
や
報
告

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
施
設

に
お
い
て
は
、
毎
年
度
、
計
画

的
に
点
検
等
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
際
に
発
見
し
た
不
具
合
に

つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
修
繕
対

応
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
多
く
の
施
設
で
、
築
年

数
が
増
加
し
て
お
り
、
老
朽
化

対
策
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と

思
う
が
、
町
の
考
え
を
問
う
。

総
務
部
長
　
平
成
28
年
に
「
斑

鳩
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
を
策
定
し
、
令
和
２
年
度

に
、
「
斑
鳩
町
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
（
個
別
施
設
計

画
）
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
各
施
設
の
劣
化
状
況

や
利
用
状
況
を
調
査
し
、
長
寿

命
化
が
必
要
な
施
設
の
保
全
方

針
の
検
討
や
対
策
費
用
の
試
算

を
行
い
ま
し
た
。

　
公
共
施
設
の
耐
用
年
数
は
、

非
木
造
の
場
合
50
〜
80
年
と

な
っ
て
お
り
、
長
寿
命
化
対
策

と
し
て
は
、
大
規
模
改
修
を
行

う
こ
と
で
耐
用
年
数
を
延
長
す

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
建
替
え
を
実
施
す
る

場
合
は
、
新
た
に
建
築
す
る
土

地
や
仮
施
設
等
を
建
設
す
る
た

め
の
条
件
に
適
し
た
土
地
の
確

保
が
必
要
に
な
り
、
大
規
模
改

修
と
比
べ
て
財
政
負
担
も
大
き

く
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
立
地
条

件
や
利
用
状
況
を
踏
ま
え
、
大

規
模
改
修
と
建
替
え
を
総
合
的

に
比
較
検
討
し
、
公
共
施
設
の

長
寿
命
化
対
策
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
先
日
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
参
加
し
た
と
き
、
東

小
学
校
の
プ
ー
ル
横
の
擁
壁
か

ら
水
が
に
じ
ん
で
い
た
り
、
東

公
民
館
の
屋
根
の
棟
の
鉄
板
の

サ
ビ
が
、
気
に
な
り
ま
し
た
。

点
検
し
て
早
期
に
修
繕
す
る
こ

と
で
、
長
寿
命
化
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。

配
布
の
お
知
ら
せ
と
受
け
取
り

希
望
カ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
て
い

る
の
は
ど
こ
で
す
か
。

　
ま
た
、
案
内
と
カ
ー
ド
の
追

加
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。
町

の
こ
の
制
度
へ
の
思
い
は
い
か

が
で
す
か
。

住
民
生
活
部
長
　
生
理
用
品
の

配
布
は
、
令
和
３
年
５
月
14
日

か
ら
、
社
協
に
お
い
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
配
布
件
数
は
、

社
協
と
町
窓
口
の
合
算
で
、
令

和
３
年
度
66
件
、
４
年
度
42
件
、

５
年
度
23
件
、
６
年
度
26
件
で

す
。

　
配
布
案
内
は
生
き
生
き
プ
ラ

ザ
斑
鳩
、
役
場
、
各
公
民
館
、

い
か
る
が
ホ
ー
ル
の
女
性
及
び

多
目
的
ト
イ
レ
に
、
希
望
カ
ー

ド
は
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
と

役
場
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
管

理
は
社
協
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、

町
も
、
掲
示
物
や
カ
ー
ド
の
不

足
等
を
随
時
確
認
し
、
補
充
等

の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　
生
理
用
品
の
配
布
は
、
「
生

理
の
貧
困
」
対
策
と
し
て
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
引
き

続
き
、
社
協
で
実
施
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
お
伝
え
す
る
と
と

も
に
、
町
と
し
て
も
必
要
な
支

援
を
実
施
し
ま
す
。

議
員
　
手
渡
す
と
き
の
気
遣
い

に
つ
い
て
実
施
し
て
い
る
こ
と

は
何
で
す
か
。

住
民
生
活
部
長
　
原
則
と
し
て

女
性
職
員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

配
布
時
に
は
、
住
所
・
氏
名
な

ど
の
聞
き
取
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

声
を
出
す
こ
と
な
く
カ
ー
ド
等

の
表
示
で
受
け
取
れ
ま
す
。

議
員
　
い
ろ
い
ろ
な
気
遣
い
を

さ
れ
て
お
り
、
評
価
で
き
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、
「
受
け
取
り

窓
口
で
住
所
氏
名
を
言
わ
な
く

て
も
、
ど
こ
の
誰
か
は
男
性
職

員
に
も
わ
か
る
。
」
ま
た
、

「
他
の
住
民
と
会
う
こ
と
も
あ

る
。
」
「
配
布
を
受
け
る
の
は

後
ろ
め
た
い
。
」
な
ど
の
意
見

も
あ
り
ま
す
。
無
償
配
布
を
安

心
し
て
利
用
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
要
望
し
ま
す
。

▲斑鳩町東公民館

❻

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

 

に
つ
い
て

溝部　真紀子　

生理用品の無償配布の
　　　　　　　支援継続を

濱　眞理子

一　般　質　問

議
員
　
生
理
は
命
を
生
み
出
す

た
め
に
決
し
て
お
ろ
そ
か
に
し

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
社

会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
が
生

理
用
品
の
無
償
配
布
を
ス
タ
ー

ト
さ
れ
た
時
、
私
は
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。

 

し
か
し
、
最
近
何
人
か
の
女

性
か
ら
気
軽
に
無
償
配
布
を
利

用
で
き
な
い
気
持
ち
を
聞
い
た

こ
と
か
ら
、
質
問
を
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
現
状
は
い
か
が
で
す
か
。

配
布
の
お
知
ら
せ
と
受
け
取
り

希
望
カ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
て
い

る
の
は
ど
こ
で
す
か
。

　
ま
た
、
案
内
と
カ
ー
ド
の
追

加
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。
町

の
こ
の
制
度
へ
の
思
い
は
い
か

が
で
す
か
。

住
民
生
活
部
長
　
生
理
用
品
の

配
布
は
、
令
和
３
年
５
月
14
日

か
ら
、
社
協
に
お
い
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
配
布
件
数
は
、

社
協
と
町
窓
口
の
合
算
で
、
令

和
３
年
度
66
件
、
４
年
度
42
件
、

５
年
度
23
件
、
６
年
度
26
件
で

す
。

　
配
布
案
内
は
生
き
生
き
プ
ラ

ザ
斑
鳩
、
役
場
、
各
公
民
館
、

い
か
る
が
ホ
ー
ル
の
女
性
及
び

多
目
的
ト
イ
レ
に
、
希
望
カ
ー

ド
は
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
と

役
場
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
管

理
は
社
協
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、

町
も
、
掲
示
物
や
カ
ー
ド
の
不

足
等
を
随
時
確
認
し
、
補
充
等

の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　
生
理
用
品
の
配
布
は
、
「
生

理
の
貧
困
」
対
策
と
し
て
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
引
き

続
き
、
社
協
で
実
施
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
お
伝
え
す
る
と
と

も
に
、
町
と
し
て
も
必
要
な
支

議
員
　
近
年
、
公
共
機
関
に
お

け
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
へ
の
対
応
が
全
国
的
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
職
員
が
暴

言
や
執
拗
な
要
求
な
ど
に
さ
ら

さ
れ
る
こ
と
は
、
心
身
の
健
康

だ
け
で
な
く
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

全
体
の
質
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

 

斑
鳩
町
で
は
昨
年
、
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る

対
応
指
針
を
策
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

総
務
部
長
　
本
指
針
の
施
行
と

同
じ
く
し
て
開
始
し
た
役
場
庁

舎
の
電
話
の
通
話
録
音
の
開
始

の
効
果
も
合
わ
せ
、
本
指
針
策

定
に
よ
り
、
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
と
し
て
、
職
員
の
名

札
の
表
記
を
変
更
す
る
考
え
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長
　
町
職
員
の
名
札
の

表
記
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
み

な
さ
ま
が
、
対
応
し
て
い
る
職

員
を
確
認
し
や
す
く
す
る
こ
と

で
、
安
心
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
に
現
在
の
デ
ザ
イ
ン
と
し

て
い
ま
す
が
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
と
し
て
、
名

札
の
表
記
に
つ
い
て
デ
ザ
イ
ン

を
変
更
す
る
団
体
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
職
員
の
声
を

き
き
な
が
ら
、
適
切
な
デ
ザ
イ

ン
、
運
用
に
つ
い
て
、
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
に
お
け
る

　

  

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

議
員
　
今
夏
も
猛
暑
が
予
想
さ

れ
、
学
校
で
の
体
育
、
水
泳
授

業
に
影
響
が
出
る
と
考
え
ま
す
。

気
温
に
左
右
さ
れ
な
い
よ
う

プ
ー
ル
授
業
を
民
間
に
委
託
す

る
考
え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
次
長
　
町
内
に
は
民
間
の

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
が
な
く
、

移
動
時
間
や
、
ど
こ
ま
で
受
け

入
れ
が
可
能
か
等
の
課
題
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

 

学
校
の
プ
ー
ル
施
設
は
、
老

朽
化
が
す
す
ん
で
い
る
状
況
で

あ
り
、
現
在
「
斑
鳩
町
こ
ど
も

が
輝
く
学
校
の
未
来
構
想
検
討

委
員
会
」
に
お
い
て
、
町
立

小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
及
び

適
正
配
置
等
に
つ
い
て
議
論
を

重
ね
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
答
申
も
踏
ま
え
て
、
今
後

の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購

入
費
助
成
制
度
の
創
設
に

つ
い
て

議
員
　
法
改
正
に
よ
っ
て
自
転

車
に
乗
る
際
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
す
る
こ
と
が
努
力
義
務

に
な
っ
て
以
降
、
町
は
周
知
・

啓
発
に
よ
っ
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
率
向
上
を
図
っ
て
き
ま
し

た
が
、
あ
ま
り
効
果
が
上
が
っ

て
い
る
よ
う
に
は
思
え
ま
せ
ん
。

町
民
の
命
と
安
全
を
守
る
た
め

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費

助
成
制
度
を
創
設
し
、
積
極
的

に
着
用
率
の
向
上
を
目
指
す
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長
　
町
民
の
方
の
安
全
性
の

認
識
が
一
番
大
事
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、
い
ろ

い
ろ
な
形
で
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

 

ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が

義
務
化
さ
れ
た
と
き
に
町
と
し

て
動
い
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
が
、

す
で
に
購
入
さ
れ
て
い
る
方
も

お
り
、
公
平
性
を
考
え
る
と
今

の
段
階
で
制
度
を
創
設
す
る
の

は
む
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。



　
　
　委員会のうごき

厚 生常任委員会

◎
令
和
７
年
度
斑
鳩
町
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
制
度
改
正
等
に
伴

う
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
の

た
め
の
費
用
と
し
て
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
99
万
円
の
増
額
補

正
を
行
う
も
の
で
す
。

○
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量

化
・
資
源
化
の
推
進
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
の
廃
棄
物
・
資

源
物
の
排
出
量
に
つ
い
て
、
家

庭
系
排
出
物
は
、
前
年
度
に
比

べ
、
３
．７
％
減
の
約
４
，７
１

１
ｔ
、
ま
た
、
事
業
系
排
出
物

は
、
６
．２
％
減
の
約
１
，４
９

６
ｔ
と
の
こ
と
で
す
。

 

資
源
化
率
は
、
前
年
度
と
比

べ
、
13
．９
％
増
の
68
．９
％
で
、

住
民
一
人
１
日
あ
た
り
の
ご
み

排
出
量
は
、
前
年
度
と
比
べ
、

40
ｇ
減
の
６
６
５
ｇ
と
な
り
ま

し
た
。

　６月１０日、全委員出席のもと厚生
常任委員会を開催しましたので、その
概要を報告します。
　本会議から付託を受けました１議案
は、満場一致で原案どおり可決すべき
ものと決しました。

　
資
源
化
率
の
大
幅
な
上
昇
は
、

可
燃
ご
み
委
託
先
で
メ
タ
ン
ガ

ス
発
酵
施
設
を
整
備
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
令
和
７
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ

い
て

　
障
害
福
祉
シ
ス
テ
ム
の
改
修

費
用
、
介
護
保
険
制
度
改
正
等

に
伴
う
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
の

改
修
費
用
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
費
用
の
増
額
補
正

に
つ
い
て
、
当
委
員
会
所
管
に

か
か
る
事
項
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

○
老
人
総
合
福
祉
施
設
あ
く
な

み
苑
に
つ
い
て

　
開
設
後
、
30
年
近
く
が
経
過

し
、
今
後
、
施
設
の
老
朽
化
に

伴
う
修
繕
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
指
定
管

理
者
で
あ
る
宝
山
寺
福
祉
事
業

団
へ
譲
渡
す
る
方
向
で
協
議
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
協

議
の
結
果
、
令
和
８
年
４
月
１

日
に
譲
渡
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

譲
渡
に
関
す
る
協
定
書
、
無
償

譲
渡
契
約
書
を
締
結
し
、
県
へ

の
報
告
を
行
っ
た
旨
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

・
町
内
の
介
護
施
設
の
一
時
休

業
、
再
開
に
つ
い
て

・
高
齢
者
優
待
券
の
イ
コ
カ

カ
ー
ド
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
（
濱
委
員
長
記
）

委
員
会
付
託
議
案

継
続
審
査

各
課
報
告
事
項

そ
の
他

❾

▲プレス式パッカー車による
　ごみ収集のようす

　議会に上程された議案書は、役場３階の議会事務局で閲覧することができます。
それぞれの議案について詳しく知りたい場合は、役場３階の議会事務局までお越し
ください。

議会事務局（☎７４－１０９１・直通）

議会の議案書を閲覧できます

　
　
　

◎
三
室
井
堰
改
修
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

　
竜
田
川
に
設
置
さ
れ
て
い
る

神
南
１
丁
目
地
内
の
三
室
井
堰

の
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
指
名

競
争
入
札
の
結
果
、
１
億
４
，

９
０
５
万
円
で
工
事
請
負
の
契

約
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
工
事
の
概
要
は
、
井
堰
の
ゴ

ム
袋
体
の
据
え
替
え
、
ま
た
、

こ
れ
に
と
も
な
う
操
作
設
備
、

電
気
配
線
、
排
水
ポ
ン
プ
、
埋

設
管
な
ど
の
整
備
で
す
。

○
令
和
７
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い

て　
本
町
へ
の
観
光
客
誘
致
を
目

的
と
し
て
実
施
す
る
地
域
観
光

魅
力
向
上
事
業
に
係
る
国
の
補

助
金
に
つ
い
て
、
当
委
員
会
所

管
に
か
か
る
事
項
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

○
斑
鳩
町
に
お
け
る
発
掘
調
査

等
の
文
化
財
の
調
査
、
保
存
及

び
活
用
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て①
斑
鳩
町
文
化
財
活
用
セ
ン

タ
ー
の
令
和
６
年
度
の
入
館
者

数
に
つ
い
て

②
文
化
財
活
用
セ
ン
タ
ー
春
季

企
画
展
「
斑
鳩
の
古
墳
を
さ
ぐ

る―

奈
良
大
学
と
の
共
同
調

査
の
成
果―

」
の
関
連
行
事

で
あ
る
奈
良
大
学
・
豊
島
直
博

教
授
に
よ
る
歴
史
講
演
会
に
つ

い
て

③
斑
鳩
町
文
化
財
活
用
セ
ン

タ
ー
の
第
１
回
運
営
委
員
会
の

予
定
に
つ
い
て

④
史
跡
藤
ノ
木
古
墳
の
春
季
石

室
特
別
公
開
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

　
石
室
特
別
公
開
で
は
、
雨
に

よ
り
25
日
の
日
曜
日
の
み
の
開

催
と
な
っ
た
が
、
２
１
７
名
の

方
が
参
加
さ
れ
た
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

○
令
和
６
年
度
斑
鳩
の
里
観
光

案
内
所
（
法
隆
寺
ⅰ
セ
ン
タ
ー
）

及
び
斑
鳩
町
観
光
自
動
車
駐
車

場
指
定
管
理
者
事
業
報
告
に
つ

い
て
　

　
公
共
施
設
の
指
定
管
理
に
か

か
る
令
和
６
年
度
の
施
設
管
理

運
営
費
に
つ
い
て
、
ま
た
、
施

設
の
利
用
状
況
と
し
て
、
斑
鳩

の
里
観
光
案
内
所
入
場
者
数
と
、

多
目
的
ホ
ー
ル
利
用
回
数
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
斑
鳩
町
観
光
協
会
は
、
令
和

７
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
解
散

さ
れ
、
７
月
中
に
は
債
務
の
弁

済
を
完
了
し
、
残
余
財
産
を
斑

鳩
町
に
寄
附
し
た
後
、
清
算
事

務
を
終
了
す
る
予
定
と
の
こ
と

で
す
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
混
雑

状
況
に
つ
い
て

・
高
齢
者
の
移
動
手
段
に
つ
い

て・
平
成
緊
急
内
水
対
策
事
業
に

伴
う
調
整
池
整
備
工
事
の
工
期

延
長
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
　

・
法
隆
寺
駅
南
側
地
区
整
備
の

特
別
委
員
会
設
置
に
つ
い
て

・
町
道
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
に

つ
い
て

　
　
　
　
（
齋
藤
委
員
長
記
）

　
６
月
９
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
建
設
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
の
で
、そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

  

本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
ま
し
た
１
議
案
は
、
満
場
一
致
で
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

委員会のうごき

　斑鳩町議会では「開かれた議会」をめざしています。
みなさんの選んだ議員が、議場や委員会でどのような発言をし、行政はどう答えているのか、
みなさんご自身でお確かめください。
　また、事前に通告された一般質問の要旨は、斑鳩町ホームページに掲載しています。
斑鳩町HPで斑鳩町議会をクリックしてご覧ください。

建
設
常
任
委
員
会

委
員
会
付
託
議
案

そ
の
他

各
課
報
告
事
項

❽

議会を傍聴してみませんか？



　
　
　委員会のうごき

厚 生常任委員会

◎
令
和
７
年
度
斑
鳩
町
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
制
度
改
正
等
に
伴

う
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
の

た
め
の
費
用
と
し
て
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
99
万
円
の
増
額
補

正
を
行
う
も
の
で
す
。

○
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量

化
・
資
源
化
の
推
進
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
の
廃
棄
物
・
資

源
物
の
排
出
量
に
つ
い
て
、
家

庭
系
排
出
物
は
、
前
年
度
に
比

べ
、
３
．７
％
減
の
約
４
，７
１

１
ｔ
、
ま
た
、
事
業
系
排
出
物

は
、
６
．２
％
減
の
約
１
，４
９

６
ｔ
と
の
こ
と
で
す
。

 

資
源
化
率
は
、
前
年
度
と
比

べ
、
13
．９
％
増
の
68
．９
％
で
、

住
民
一
人
１
日
あ
た
り
の
ご
み

排
出
量
は
、
前
年
度
と
比
べ
、

40
ｇ
減
の
６
６
５
ｇ
と
な
り
ま

し
た
。

　６月１０日、全委員出席のもと厚生
常任委員会を開催しましたので、その
概要を報告します。
　本会議から付託を受けました１議案
は、満場一致で原案どおり可決すべき
ものと決しました。

　
資
源
化
率
の
大
幅
な
上
昇
は
、

可
燃
ご
み
委
託
先
で
メ
タ
ン
ガ

ス
発
酵
施
設
を
整
備
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
令
和
７
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ

い
て

　
障
害
福
祉
シ
ス
テ
ム
の
改
修

費
用
、
介
護
保
険
制
度
改
正
等

に
伴
う
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
の

改
修
費
用
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
費
用
の
増
額
補
正

に
つ
い
て
、
当
委
員
会
所
管
に

か
か
る
事
項
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

○
老
人
総
合
福
祉
施
設
あ
く
な

み
苑
に
つ
い
て

　
開
設
後
、
30
年
近
く
が
経
過

し
、
今
後
、
施
設
の
老
朽
化
に

伴
う
修
繕
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
指
定
管

理
者
で
あ
る
宝
山
寺
福
祉
事
業

団
へ
譲
渡
す
る
方
向
で
協
議
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
協

議
の
結
果
、
令
和
８
年
４
月
１

日
に
譲
渡
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

譲
渡
に
関
す
る
協
定
書
、
無
償

譲
渡
契
約
書
を
締
結
し
、
県
へ

の
報
告
を
行
っ
た
旨
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

・
町
内
の
介
護
施
設
の
一
時
休

業
、
再
開
に
つ
い
て

・
高
齢
者
優
待
券
の
イ
コ
カ

カ
ー
ド
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
（
濱
委
員
長
記
）

委
員
会
付
託
議
案

継
続
審
査

各
課
報
告
事
項

そ
の
他

❾

▲プレス式パッカー車による
　ごみ収集のようす

　議会に上程された議案書は、役場３階の議会事務局で閲覧することができます。
それぞれの議案について詳しく知りたい場合は、役場３階の議会事務局までお越し
ください。

議会事務局（☎７４－１０９１・直通）

議会の議案書を閲覧できます

　
　
　

◎
三
室
井
堰
改
修
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

　
竜
田
川
に
設
置
さ
れ
て
い
る

神
南
１
丁
目
地
内
の
三
室
井
堰

の
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
指
名

競
争
入
札
の
結
果
、
１
億
４
，

９
０
５
万
円
で
工
事
請
負
の
契

約
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
工
事
の
概
要
は
、
井
堰
の
ゴ

ム
袋
体
の
据
え
替
え
、
ま
た
、

こ
れ
に
と
も
な
う
操
作
設
備
、

電
気
配
線
、
排
水
ポ
ン
プ
、
埋

設
管
な
ど
の
整
備
で
す
。

○
令
和
７
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い

て　
本
町
へ
の
観
光
客
誘
致
を
目

的
と
し
て
実
施
す
る
地
域
観
光

魅
力
向
上
事
業
に
係
る
国
の
補

助
金
に
つ
い
て
、
当
委
員
会
所

管
に
か
か
る
事
項
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

○
斑
鳩
町
に
お
け
る
発
掘
調
査

等
の
文
化
財
の
調
査
、
保
存
及

び
活
用
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て①
斑
鳩
町
文
化
財
活
用
セ
ン

タ
ー
の
令
和
６
年
度
の
入
館
者

数
に
つ
い
て

②
文
化
財
活
用
セ
ン
タ
ー
春
季

企
画
展
「
斑
鳩
の
古
墳
を
さ
ぐ

る―

奈
良
大
学
と
の
共
同
調

査
の
成
果―

」
の
関
連
行
事

で
あ
る
奈
良
大
学
・
豊
島
直
博

教
授
に
よ
る
歴
史
講
演
会
に
つ

い
て

③
斑
鳩
町
文
化
財
活
用
セ
ン

タ
ー
の
第
１
回
運
営
委
員
会
の

予
定
に
つ
い
て

④
史
跡
藤
ノ
木
古
墳
の
春
季
石

室
特
別
公
開
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

　
石
室
特
別
公
開
で
は
、
雨
に

よ
り
25
日
の
日
曜
日
の
み
の
開

催
と
な
っ
た
が
、
２
１
７
名
の

方
が
参
加
さ
れ
た
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

○
令
和
６
年
度
斑
鳩
の
里
観
光

案
内
所
（
法
隆
寺
ⅰ
セ
ン
タ
ー
）

及
び
斑
鳩
町
観
光
自
動
車
駐
車

場
指
定
管
理
者
事
業
報
告
に
つ

い
て
　

　
公
共
施
設
の
指
定
管
理
に
か

か
る
令
和
６
年
度
の
施
設
管
理

運
営
費
に
つ
い
て
、
ま
た
、
施

設
の
利
用
状
況
と
し
て
、
斑
鳩

の
里
観
光
案
内
所
入
場
者
数
と
、

多
目
的
ホ
ー
ル
利
用
回
数
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
斑
鳩
町
観
光
協
会
は
、
令
和

７
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
解
散

さ
れ
、
７
月
中
に
は
債
務
の
弁

済
を
完
了
し
、
残
余
財
産
を
斑

鳩
町
に
寄
附
し
た
後
、
清
算
事

務
を
終
了
す
る
予
定
と
の
こ
と

で
す
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
混
雑

状
況
に
つ
い
て

・
高
齢
者
の
移
動
手
段
に
つ
い

て・
平
成
緊
急
内
水
対
策
事
業
に

伴
う
調
整
池
整
備
工
事
の
工
期

延
長
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
　

・
法
隆
寺
駅
南
側
地
区
整
備
の

特
別
委
員
会
設
置
に
つ
い
て

・
町
道
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
に

つ
い
て

　
　
　
　
（
齋
藤
委
員
長
記
）

　
６
月
９
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
建
設
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
の
で
、そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

  

本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
ま
し
た
１
議
案
は
、
満
場
一
致
で
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

委員会のうごき

　斑鳩町議会では「開かれた議会」をめざしています。
みなさんの選んだ議員が、議場や委員会でどのような発言をし、行政はどう答えているのか、
みなさんご自身でお確かめください。
　また、事前に通告された一般質問の要旨は、斑鳩町ホームページに掲載しています。
斑鳩町HPで斑鳩町議会をクリックしてご覧ください。

建
設
常
任
委
員
会

委
員
会
付
託
議
案

そ
の
他

各
課
報
告
事
項

❽

議会を傍聴してみませんか？



　
開
会
時
間
は
、午
前
９
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（
広
報
発
行
常
任
委
員
会
は
本
会
議
終
了
後
）

　
日
程
・
時
間
は
、
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
議
会

事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
議
会
事
務
局
　
1（
７
４
）１
０
９
１（
直
通
）

議
会
の
日
程

閉
会
中
の
委
員
会

令
和
7
年
９
月
議
会

事
情
に
よ
り
開
催
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
場
は
、役
場
３
階
で
す
。

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。

９
月
1
日（
月
） 

本
会
議
初
日

（
委
員
長
報
告
、提
案
説
明
、議
案
上
程
）

広
報
発
行
常
任
委
員
会

4
日（
木
） 

一
般
質
問

5
日（
金
） 

一
般
質
問

９
日（
火
） 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

10
日（
水
） 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

11
日（
木
） 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

16
日（
火
） 

建
設
常
任
委
員
会

17
日（
水
） 

厚
生
常
任
委
員
会

18
日（
木
） 

総
務
常
任
委
員
会

22
日（
月
） 

議
会
運
営
委
員
会

26
日（
金
） 

本
会
議
最
終
日（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

８
月
19
日（
火
） 

建
設
常
任
委
員
会

20
日（
水
） 

厚
生
常
任
委
員
会

21
日（
木
） 

総
務
常
任
委
員
会

26
日（
火
） 

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
初
日
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

一
般
質
問
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

【反対意見】横田議員 【賛成意見】濱議員
　２０２４年度の介護報酬改定により訪問介護の基
本報酬が引き下げられました。厚生労働省の引き下げ
の理由は現場の実態を見ず訪問介護があたかも利益
率が高いと決めつけ、地域での小規模事業所の経営
環境は過去最悪の状況なのを考慮せず強行に進めた
ものです。
　経営が苦しい介護業界の中でも特に訪問介護の経
営が苦しいと言うのが現場の実感です。厚労省が２０
２４年６月に公表した訪問介護事業所数は、全国で
は、０か所が９７町村、１か所が２７７市町村、奈良県
では、０か所が２村、１か所が６町村です。
　この町村には訪問介護を希望される方がいないの
ではありません。事業所がなくなれば在宅では暮らせ
ないのです。家族が介護離職を余儀なくされるなど弊
害も懸念されます。
　国による介護報酬の引き上げを早急に行うよう強く
要望します。

　介護報酬の引上げは、介護保険財政に大きな影響を
与えることになります。介護保険の財源は、保険料負担
が半分で残りが公費負担ですが、介護保険制度の持続
可能性を確保するためには、国の負担割合の引上げ等
を検討するとともに、介護サービス全体のバランスを考
慮しつつ、限られた財源を効率的に配分する必要があり
ます。
　訪問介護事業への対応としては、小規模事業所への
支援体制の構築、地域特性を考慮した報酬体系の見直
しなど、さまざまな面からの検討が必要です。　
　また、５月に実施された介護事業経営概況調査結果
から基本報酬引下げの影響を判断し、今後の見直しに
つなげることが適当であると考えます。
　介護事業者や介護労働者への対応については、総合
的な視点で検討されるべきであり、介護報酬の引上げ
のみを求める本意見書の提出には反対します。

本 会 議 で の
討 論
訪問介護の基本報酬をはじめとした介護報酬の引上げを求める

意見書について
（　賛成少数で否決　）

　議案に対して賛否が分かれた場合等、議員が自己の賛否の意
見を表明し、その理由を述べる「討論」を行います。
　６月定例会で１件の討論が行われました。

�

委員会のうごき

◎
斑
鳩
町
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
制

度
の
改
正
に
伴
い
、
部
分
休
業

制
度
が
柔
軟
化
さ
れ
る
内
容
で
、

新
た
に
、
「
１
日
２
時
間
の
範

囲
内
で
の
部
分
休
業
」
と
、

「
年
間
10
日
相
当
の
範
囲
内
で

の
休
業
」
と
い
う
２
つ
の
選
択

肢
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、

本
条
例
に
お
い
て
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

◎
令
和
７
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ

い
て

　
障
害
福
祉
シ
ス
テ
ム
改
修
に

伴
う
増
額
補
正
、
地
域
観
光
魅

力
向
上
の
た
め
の
増
額
補
正
、

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
予

防
の
た
め
の
増
額
補
正
、
災
害

対
応
ド
ロ
ー
ン
に
係
る
補
助
金

不
採
択
に
伴
う
減
額
補
正
な
ど
、

予
算
総
額
に
３
８
８
万
９
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
１
１
億
５
，８
６
４
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

◎
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

◎
令
和
７
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ

い
て

　
国
の
基
準
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
条
例
に
お
い
て
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

 

選
挙
長
、
投
票
管
理
者
、
選

挙
立
会
人
等
の
報
酬
額
が
そ
れ

ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
る
内
容
で
、

こ
の
改
正
に
伴
い
、
関
連
す
る

選
挙
に
か
か
る
予
算
を
増
額
補

正
す
る
も
の
で
す
。

○
斑
鳩
町
の
学
校
教
育
に
つ
い

て　
現
在
、
斑
鳩
町
立
小
中
学
校

の
適
正
規
模
・
配
置
等
に
関
す

る
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

斑
鳩
町
子
ど
も
が
輝
く
学
校
の

未
来
構
想
検
討
委
員
会
で
の
議

論
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
５
回
の
会
議
が

開
催
さ
れ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
な
ど
に
基
づ
き
、
答
申
素

案
に
つ
い
て
議
論
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
今
後
、
委
員
の
意
見

を
反
映
し
た
答
申
案
の
と
り
ま

と
め
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
の
小
学
６
年
生

及
び
中
学
２
年
生
の
児
童
生
徒

が
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
意
見
や

希
望
を
述
べ
、
理
事
者
が
答
え

る
一
般
質
問
の
形
式
で
執
り
行

う
「
子
ど
も
議
会
」
が
、
７
月

28
日
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

○
令
和
６
年
度
町
税
不
納
欠
損

処
分
及
び
町
税
収
納
状
況
に
つ

い
て

　
実
人
数
で
26
人
、
合
計
約
１

５
１
万
円
で
あ
り
、
町
税
の
収

納
率
は
98
．８
％
と
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

○
令
和
６
年
度
斑
鳩
町
文
化
振

興
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
事
業

報
告
に
つ
い
て

　
施
設
管
理
運
営
費
の
収
支
報

告
、
施
設
利
用
状
況
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
令
和
８
年
４
月
採
用
の
職
員

採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

○
昨
年
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
に

お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル

ス
感
染
発
生
事
案
に
関
す
る
個

別
通
知
つ
い
て

            

（
小
城
委
員
長
記
）

　
６
月
11
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
ま
し
た
４
議
案
は
、
す
べ
て
満
場
一

致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

▲いかるがホール
（斑鳩町文化振興センター）

総
務
常
任
委
員
会

委
員
会
付
託
議
案

継
続
審
査

各
課
報
告
事
項

�



　
開
会
時
間
は
、午
前
９
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（
広
報
発
行
常
任
委
員
会
は
本
会
議
終
了
後
）

　
日
程
・
時
間
は
、
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
議
会

事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
議
会
事
務
局
　
1（
７
４
）１
０
９
１（
直
通
）

議
会
の
日
程

閉
会
中
の
委
員
会

令
和
7
年
９
月
議
会

事
情
に
よ
り
開
催
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
場
は
、役
場
３
階
で
す
。

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。

９
月
1
日（
月
） 

本
会
議
初
日

（
委
員
長
報
告
、提
案
説
明
、議
案
上
程
）

広
報
発
行
常
任
委
員
会

4
日（
木
） 

一
般
質
問

5
日（
金
） 

一
般
質
問

９
日（
火
） 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

10
日（
水
） 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

11
日（
木
） 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

16
日（
火
） 

建
設
常
任
委
員
会

17
日（
水
） 

厚
生
常
任
委
員
会

18
日（
木
） 

総
務
常
任
委
員
会

22
日（
月
） 

議
会
運
営
委
員
会

26
日（
金
） 

本
会
議
最
終
日（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

８
月
19
日（
火
） 

建
設
常
任
委
員
会

20
日（
水
） 

厚
生
常
任
委
員
会

21
日（
木
） 

総
務
常
任
委
員
会

26
日（
火
） 

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
初
日
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

一
般
質
問
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

【反対意見】横田議員 【賛成意見】濱議員
　２０２４年度の介護報酬改定により訪問介護の基
本報酬が引き下げられました。厚生労働省の引き下げ
の理由は現場の実態を見ず訪問介護があたかも利益
率が高いと決めつけ、地域での小規模事業所の経営
環境は過去最悪の状況なのを考慮せず強行に進めた
ものです。
　経営が苦しい介護業界の中でも特に訪問介護の経
営が苦しいと言うのが現場の実感です。厚労省が２０
２４年６月に公表した訪問介護事業所数は、全国で
は、０か所が９７町村、１か所が２７７市町村、奈良県
では、０か所が２村、１か所が６町村です。
　この町村には訪問介護を希望される方がいないの
ではありません。事業所がなくなれば在宅では暮らせ
ないのです。家族が介護離職を余儀なくされるなど弊
害も懸念されます。
　国による介護報酬の引き上げを早急に行うよう強く
要望します。

　介護報酬の引上げは、介護保険財政に大きな影響を
与えることになります。介護保険の財源は、保険料負担
が半分で残りが公費負担ですが、介護保険制度の持続
可能性を確保するためには、国の負担割合の引上げ等
を検討するとともに、介護サービス全体のバランスを考
慮しつつ、限られた財源を効率的に配分する必要があり
ます。
　訪問介護事業への対応としては、小規模事業所への
支援体制の構築、地域特性を考慮した報酬体系の見直
しなど、さまざまな面からの検討が必要です。　
　また、５月に実施された介護事業経営概況調査結果
から基本報酬引下げの影響を判断し、今後の見直しに
つなげることが適当であると考えます。
　介護事業者や介護労働者への対応については、総合
的な視点で検討されるべきであり、介護報酬の引上げ
のみを求める本意見書の提出には反対します。

本 会 議 で の
討 論
訪問介護の基本報酬をはじめとした介護報酬の引上げを求める

意見書について
（　賛成少数で否決　）

　議案に対して賛否が分かれた場合等、議員が自己の賛否の意
見を表明し、その理由を述べる「討論」を行います。
　６月定例会で１件の討論が行われました。
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委員会のうごき

◎
斑
鳩
町
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
制

度
の
改
正
に
伴
い
、
部
分
休
業

制
度
が
柔
軟
化
さ
れ
る
内
容
で
、

新
た
に
、
「
１
日
２
時
間
の
範

囲
内
で
の
部
分
休
業
」
と
、

「
年
間
10
日
相
当
の
範
囲
内
で

の
休
業
」
と
い
う
２
つ
の
選
択

肢
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、

本
条
例
に
お
い
て
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

◎
令
和
７
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ

い
て

　
障
害
福
祉
シ
ス
テ
ム
改
修
に

伴
う
増
額
補
正
、
地
域
観
光
魅

力
向
上
の
た
め
の
増
額
補
正
、

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
予

防
の
た
め
の
増
額
補
正
、
災
害

対
応
ド
ロ
ー
ン
に
係
る
補
助
金

不
採
択
に
伴
う
減
額
補
正
な
ど
、

予
算
総
額
に
３
８
８
万
９
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
１
１
億
５
，８
６
４
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

◎
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

◎
令
和
７
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ

い
て

　
国
の
基
準
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
条
例
に
お
い
て
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

 

選
挙
長
、
投
票
管
理
者
、
選

挙
立
会
人
等
の
報
酬
額
が
そ
れ

ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
る
内
容
で
、

こ
の
改
正
に
伴
い
、
関
連
す
る

選
挙
に
か
か
る
予
算
を
増
額
補

正
す
る
も
の
で
す
。

○
斑
鳩
町
の
学
校
教
育
に
つ
い

て　
現
在
、
斑
鳩
町
立
小
中
学
校

の
適
正
規
模
・
配
置
等
に
関
す

る
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

斑
鳩
町
子
ど
も
が
輝
く
学
校
の

未
来
構
想
検
討
委
員
会
で
の
議

論
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
５
回
の
会
議
が

開
催
さ
れ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
な
ど
に
基
づ
き
、
答
申
素

案
に
つ
い
て
議
論
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
今
後
、
委
員
の
意
見

を
反
映
し
た
答
申
案
の
と
り
ま

と
め
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
の
小
学
６
年
生

及
び
中
学
２
年
生
の
児
童
生
徒

が
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
意
見
や

希
望
を
述
べ
、
理
事
者
が
答
え

る
一
般
質
問
の
形
式
で
執
り
行

う
「
子
ど
も
議
会
」
が
、
７
月

28
日
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

○
令
和
６
年
度
町
税
不
納
欠
損

処
分
及
び
町
税
収
納
状
況
に
つ

い
て

　
実
人
数
で
26
人
、
合
計
約
１

５
１
万
円
で
あ
り
、
町
税
の
収

納
率
は
98
．８
％
と
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

○
令
和
６
年
度
斑
鳩
町
文
化
振

興
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
事
業

報
告
に
つ
い
て

　
施
設
管
理
運
営
費
の
収
支
報

告
、
施
設
利
用
状
況
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
令
和
８
年
４
月
採
用
の
職
員

採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

○
昨
年
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
に

お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル

ス
感
染
発
生
事
案
に
関
す
る
個

別
通
知
つ
い
て

            

（
小
城
委
員
長
記
）

　
６
月
11
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
ま
し
た
４
議
案
は
、
す
べ
て
満
場
一

致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

▲いかるがホール
（斑鳩町文化振興センター）

総
務
常
任
委
員
会

委
員
会
付
託
議
案

継
続
審
査

各
課
報
告
事
項

�



　毎
日
の
最
高
気
温
に

驚
か
さ
れ
、夏
の
電
気
代

に
は
気
持
ち
が
凍
る
か

と
思
う
毎
日
で
す
。

　秋
の
到
来
を
待
ち
望

ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　季
節
は
行
き
来
す
る

の
で
天
気
予
報
で
は「
水

分
」「
傘
」な
ど
の
予
報
も

定
着
し
て
き
ま
し
た
。

　み
な
さ
ん
ご
自
愛
く

だ
さ
い
。 （

濱
委
員
長
記
）

SDGsの掲げる17の項目に対して、8つの項目で具体的な貢献をします。
この広報は、有害な排水を出さない「水なし印刷」を採用しています。
SDGsの掲げる17の項目に対して、8つの項目で具体的な貢献をします。

議
会
だ
よ
り

◆
〒

636-0198
奈

良
県

生
駒

郡
斑

鳩
町

法
隆

寺
西

3-7-12 ☎
74-1091（

直
通

）
令

和
7年

8月
1日

発
行
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▲議長と令和７年度の広報発行常任委員会委員

本会議・委員会の開催日程は
11ページをご覧ください。

UDフォントを
使用しています

議会の新しい構成をお知らせします
５月９日に議会役員等の選任を行いました。新しい議会の構成は下記のとおりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（議席順）

議     長　 中川　靖広
副 議 長   井上　卓也
監査委員　 嶋田  善行

議会運営委員会
委 員 長　　木澤　正男
副委員長　　溝部真紀子
委　　員　　齋藤　文夫
 　〃 　　 　伴　　吉晴
 　〃　　  　嶋田　善行
 　〃　　  　井上　卓也
 　〃　　  　奥村　容子

定例議会の会期、議事日程や議
事進行に関すること、請願・陳
情の処理に関すること、意見書
の提出等議会の対外的問題に関
すること等、その他議会運営上
必要と認める事項や、他の委員
会に属さない事項の審査、調査
をします。

総務常任委員会
委 員 長　　小城　世督
副委員長　　横田　敏文
委　　員　　伴　　吉晴
 　〃 　　 　嶋田　善行
 　〃　　  　宮﨑　和彦
 　〃　　  　木澤　正男

町の総合計画や行政改革、防災
計画、コミュニティ、財政計画、
財産管理、町民税、固定資産税、
小・中学校、幼稚園、生涯学習、
文化振興に関すること等につい
ての調査や、議案・請願等の審
査をします。

建設常任委員会
委 員 長　　齋藤　文夫
副委員長　　溝部真紀子
委　　員　　小城　世督
 　〃 　　 　嶋田　善行
 　〃　　  　井上　卓也
 　〃　　  　木澤　正男

道路、河川、橋梁、町営住宅、
農業、建築開発に伴う規制、公
園・緑地、駅前整備、都市計画
道路、地域公共交通、観光、商
工業、文化財、下水道に関する
こと等についての調査や、議案・
請願等の審査をします。

広報発行常任委員会
委 員 長　　濱　眞理子
副委員長　　奥村　容子
委　　員　　齋藤　文夫
 　〃 　　 　伴　　吉晴
 　〃　　  　嶋田　善行
 　〃　　 　 井上　卓也

議会広報の編集、発行に関する
事務をします。

厚生常任委員会
委 員 長　　濱　眞理子
副委員長　　奥村　容子
委　　員　　溝部真紀子
 　〃 　　 　齋藤　文夫
 　〃　　  　横田　敏文
 　〃　　  　宮﨑　和彦

保健事業、児童福祉、障害者福
祉、高齢者福祉、介護保険、国
民健康保険、ごみ問題、環境対
策、住民登録・戸籍に関するこ
と等についての調査や、議案・
請願等の審査をします。


